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任務効率を高めるためのジェンダー視点 

——在日米軍及び自衛隊にとって好機 

マンスフィールド研修員 ジェイミー・ライオンハート米空軍少佐 

序論 

2024 年 4 月 10 日、岸田文雄内閣総理大臣は、アメリカ合衆国のジョー・バイデン大統領と会談した。

両首脳は、防衛・安全保障協力に関する新たな戦略的イニシアティブを発表する共同声明を発表した。在

日米軍と自衛隊にとって特筆すべき点として、この新たな取り組みのひとつに「平時および有事に際し

て、日米両軍間の作戦および能力のシームレスな統合を可能にし、相互運用性と計画立案能力を高める

ために、それぞれの指揮統制体制を二国間で強化する意向」1がある。 注目されていないかもしれないが、

声明の最終部分近くにある小さな段落では、両首脳が、女性の地位向上、男女平等の達成、女性のリーダ

ーシップの重視、そして女性の平等かつ有意義な参加を促進するための「女性、平和、安全保障（WPS）

アジェンダ」に関する協力へのコミットメントを再確認している。  

これらの問題を無関係だと考える人もいるかもしれないが、日米両国の指揮統制ネットワークの再編の

発表は、ジェンダーアドバイザー職の設置や、再編された指揮統制ネットワーク全体にジェンダー主流

化メカニズムを取り入れることで、WPS イニシアティブの拡大に向けての絶好の機会となる。オースト

ラリアや NATO 加盟国など、考え方が近い他の国々も、軍事能力の向上と作戦の有効性を高めるために

WPS アジェンダを取り入れることの必要性を認識している。統合作戦司令部の設立と在日米軍の再編と

いう大きな変化に伴い、日本と米国は、ジェンダーの視点と WPS を今後の作戦の重要な柱とするまた

とない機会を得ている。この変化は、両国の指導者の指示に応えるためだけでなく、現在および将来にわ

たって作戦の安全と有効性を確保するためにも不可欠である。 
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女性・平和・安全保障（WPS）及びジェンダーの視点の概要 

WPS アジェンダの始まりは、1995 年の北京宣言と行動綱領にまで遡る。これは、ジェンダー平等を達成

し、女性や少女の人権とエンパワーメントを確保するために国際的な枠組みを再構築しようとした画期

的なアジェンダである。2 2000 年、国連安全保障理事会（UNSC）は決議 1325 号を採択し、武力紛争が

女性に与える不均衡な影響に初めて言及し、参画、保護、予防、救援・復興という WPS の 4 つの柱とな

る措置を加盟国に求めた（下図 1 参照）。その後 19 年間で、国連安全保障理事会は国連決議 1325 を補完

する 9 つの決議を採択した。特に紛争における性的暴力の撤廃と WPS の原則の実施に関する決議であ

る。これら 10 の決議は、総称して WPS アジェンダと呼ばれる。3 WPS アジェンダを受けて、現在まで

に 108 の国連加盟国（50%強）が、国連安保理決議 1325 号を実施するための国家行動計画（NAP）を採

択している。これには、3 回目の NAP を策定中の日本や米国も含まれる。4 

 

図 1 (参照: UN Office to the African Union [UNOAU]) 

2012 年に設立された「軍事作戦におけるジェンダーに関する北欧センター（NCGM）」は、軍事平和支援

活動における WPS アジェンダの北欧諸国での実施を推進することを目的としている。5 NCGM の『女性、

平和、安全保障に関する国連安全保障理事会決議の軍事ガイド』によると、ジェンダーの視点を用いると

は、「女性と男性、少女と少年が、性別によって異なる影響を受けているかどうか、また、どのような場

合にそのような影響を受けているかを、積極的にかつ体系的に特定すること」を意味する。6 組織と業務

https://www.un.org/shestandsforpeace/content/four-pillars-united-nations-security-council-resolution-1325


 

 - 3 - 

NIDS Commentary, No. 333 

にジェンダーの視点を組み込むことで、防衛関係者は共通作戦構想の策定における盲点を回避し、ミッ

ションのリスクを最小限に抑えることができる。 

ジェンダーの視点ではないものについても、常に留意しておくことが重要である。ジェンダーの視点は

女性の問題だけを扱うものだと考えられがちですが、これはあまりにも単純化されすぎていると言える。

ジェンダーとは、特定の社会における特定の時点で、女性、男性、少女、少年、その他の人々に割り当て

られた社会的役割や属性のことである。7 また、組織に女性を増やすだけで十分だという考え方も根強い。

軍におけるジェンダー教育ハンドブックでは、「男女同数、あるいは単に女性がいるというだけでは、自

動的にジェンダー平等なアプローチになるとは限らない」と強調している。8 安全保障業務に携わる女性

の数を増やすことは重要な一歩だが、意思決定に影響を与えるのに十分なレベルでの権限を持ち、有意

義に参加できる能力も備えていなければならない。 

なぜ軍事作戦において WPS 及びジェンダーの視点を用いるのか？ 

端的に言えば、意思決定者は、作戦の半分近くを無視し続け、成功を収め続けることは不可能だというこ

とだ。ランド研究所による米軍における WPS 導入に関する研究では、WPS とジェンダーの多様性が軍

事作戦の成功に与える重要な影響がいくつか指摘されている。9 まず、平和と安全保障の取り組みは、女

性がプロセスに有意義な形で関与する場合に成功する可能性が高くなることが示されている。しかし、

女性がそのような取り組みに参加する能力を制限する重大な障壁が存在し、その結果、活動の有効性が

制限され、ミッションの成功に悪影響を及ぼす可能性がある。交渉プロセスに女性が参加することで、よ

り強固で長続きする平和がもたらされることが証明されているにもかかわらず、女性がこれらの分野で

活躍していることはまだまれである。 

次に、気候変動や新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のような世界的流行病など、国境を越えた脅

威がセキュリティ環境にますます大きな影響を与えている。こうした脅威には通常、ジェンダーの側面

があり、女性、男性、少女、少年それぞれに異なる影響を及ぼす。10 例えば、女性が主に子どもや家族の

面倒を見ることが期待されていることから、新型コロナウイルス感染症の制限期間中に、子どもや家族

のケアのために仕事を辞める女性が増えた。 子どもや家庭をケアすることが女性に期待されていること

で、女性が有償労働に費やすことのできる時間が制限され、パートタイムや不定期労働、つまり新型コロ

ナウイルス感染症の制限の影響を最も大きく受けたサービス業などを選択するようになった。11 防衛組

織の内部および外部でこのような国境を越えた脅威に対処する取り組みでは、ジェンダーによる影響を

考慮に入れなければ、既存のジェンダー格差を悪化させ、対応能力を弱めるリスクがある。12 
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サハナ・ダルマプリは、女性の参加を増やすことで、情報収集、作戦の信頼性、部隊の安全確保という 3

つの分野における作戦の有効性が向上すると主張している。まず、ジェンダーの視点を取り入れること

で、情報収集に全人口を含めることができ、より完全な情報を得られるようになる。さらに、女性、男性、

少女、少年の生活を総合的に理解することで、不安定性の先行指標として活用できる。例えば、女性の習

慣や公的な役割の変化（女性が突然いつもの道を歩かなくなったり、外出を一切避けたりする）は、より

暴力的な行動の前触れとなるような政治や安全保障情勢の変化を示唆している可能性がある。第二に、

より多様なジェンダー構成の部隊は、治安部隊の信頼性を高めることができる。女性警察官は非行率が

低く、エスカレートを防ぐことで暴力的な状況の緩和を図る可能性が高い。また、男女平等を重視し、公

平な行動をとることで、組織が女性にとって働きやすい場所となり、内部の信頼性も高まる。最後に、特

に厳格な性別役割分担が存在する地域社会での活動において、女性警備員を警備チームに配属すること

で、男性警備員だけでは立ち入ることのできない地域や人々にもアクセスできるようになる。13 

ジェンダーの視点は、必ずしもすべての軍事作戦に関連しているわけではない。退役陸軍法務官でバー

モント大学講師のジョディ・プレスコット氏は、「民間人がいない地域、あるいは民間人の認識、態度、

行動がどちら側が勝利するかにはあまり関係のない地域で行われる、装備を多用した武力同士の交戦」

は、徹底的なジェンダー分析の恩恵を受けない可能性がある、と指摘している。14 しかし、彼はその直

後に、スマートフォンやインターネットが普及した現代では、上記のような紛争の様子がほとんど見ら

れないと指摘している。上記のシナリオの場合、携帯電話で武力衝突を録画し、特定のナレーションを付

けた一般市民が、出来事の一般の人々の認識に劇的な影響を与える可能性がある。 

ジェンダーの視点は任務のリスクを軽減する 

米国情報環境における共同作戦構想（JCOIE）では、統合部隊が将来直面するであろう 2 つの大きな課題

として、「第 1 に、現状に不満を持つ有力な勢力が、コミュニケーションの変化や社会文化的文脈の変化

を利用して、国際行動の規範に異議を申し立てるという対立する規範。第 2 に、弱小国家が危機に直面

しても国内秩序を維持できないという根強い混乱」を挙げている。15 これらの課題は、特にロシアによ

るウクライナ侵攻など、今日の紛争状況を考えると明らかである。情報環境は劇的に変化しており、戦略

も変化させる必要がある。 

諜報活動、サイバー空間作戦、情報作戦などの戦略的競争（紛争のしきい値以下）においては、ジェンダ

ーの視点は成功に欠かせない要素である。例えば、大規模なハッカー大会である Def Con でのソーシャ

ルエンジニアリング競技では、ターゲットから保護された情報を入手する上で、女性のほうがはるかに
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成功していた。これは、サイバーセキュリティ担当者が指摘するように、女性参加者が「窮地に陥った乙

女」を演じ、ジェンダーの固定概念を利用して情報を入手しようとしたためである可能性が高い。16 サ

イバーセキュリティにジェンダーの視点を適用することで、この潜在的な脆弱性を認識し、軽減するこ

とができる。 

業務におけるジェンダーへの無関心は、リスクを増大させ、業務全体像を把握できないことで任務の失

敗につながる可能性すらある。例えば、武装解除・動員解除・社会復帰（DDR）ミッションや地雷除去ミ

ッションにおいてジェンダーの視点を取り入れないことは、不安定性を高め、暴力行為のリスクを高め

る可能性がある。国連安保理決議第 1325 号は、紛争が女性と少女に与える甚大な影響を強調している

が、女性が紛争状況において積極的な（自発的または非自発的）参加者となりうることも同様に重要であ

る。最前線で戦う積極的な役割に加え、女性はキャンプを設営し、武器庫の隠し場所を管理している。

DDR ミッションがジェンダー分析を完全に実施せず、その結果を DDR プログラムの作成に活用できない

場合、戦闘員グループ全体の武装解除を適切に行えない可能性がある。「例えば、シエラレオネでは、1998

年から 2003 年の期間に女性や少女が DDR プロセスから排除されていたにもかかわらず、彼女たちは依

然として紛争の当事者の積極的な支持者であり続けた。…他の女性たちは紛争地域から逃れ、国境を越え

て武装集団に加わったと報告されている。」17 

実装に関する推奨事項 

すでに存在するツールを使い始める。日本や米国は、既存のパートナーシップを活用することで、ジェン

ダーの視点や分析を迅速に導入することができる。オーストラリア国防軍、NATO、および北欧軍事作戦

におけるジェンダーセンター（NCGMO）は、ジェンダーの視点を統合するための支援資料を幅広く収集

しており、その資料には、トレーニングから計画、そして使用の有効性を評価する報告書までが含まれて

いる。NATO Bi-Strategic Command Directive 040-00118, Australian Joint Doctrine Note 2-18 Gender in 

Military Operations19, 及び NCGM Military Gender Analysis Tool (MGAT)20は 業務計画、実行、スタッフ機

能全般にわたってジェンダー主流化を推進するための詳細な説明を提供している。特に MGAT ツールは、

PMESII フレームワークを使用しているため、すぐにでも導入できる。PMESII フレームワークは、プラン

ナーや政策立案者にとってすでに馴染みのある構造であるため、導入の障壁が低くなっている。 

戦略、作戦、戦術の各レベルおよび全スタッフ部門にジェンダーアドバイザーを設置する（J2、J3、J5 を

優先する）。これらの役職は可能な限りフルタイムとし、法務顧問と同様に司令官に直接アクセスできる

ようにすべきである。米インド太平洋軍は近年、ジェンダーアドバイザーの人員配置において大きな進
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歩を遂げているが、需要は依然として訓練能力を上回っている。もし、ジェンダーアドバイザーの訓練を

受けたスタッフをすべてのスタッフ機能に配置できない場合、作戦計画に最も深く関わる機能、すなわ

ち情報（J2）、作戦（J3）、計画・施策（J5）に優先的に配置すべきである。21 情報収集においては、性別

と年齢別のデータがすべての日常的な情報収集に含まれるようにすることが不可欠である。このデータ

収集は、包括的な分析を可能にし、作戦計画立案に役立つために極めて重要である。22 

教義と義務教育課程にジェンダーの視点を組み込む。まずはジェンダーバイアスのある表現を排除するこ

とから始め、既存の教義やカリキュラムにジェンダーの視点を取り入れ、必要に応じて追加のトレーニ

ングを行う。23 NATO は、特定の部隊に合わせてカスタマイズできる、ジェンダーの視点に関する教育・

研修パッケージを用意している。24 オーストラリアの「共同教義ノート 2-18 軍事作戦におけるジェン

ダー」および「空軍教義ノート 1-18 航空作戦におけるジェンダー」は、現在実施されているジェンダー

の視点の例である。このジェンダーの視点を既存の文書に組み込むことが重要である。ジェンダーを単

なる付録として付け加え、見過ごされたり無視されたりしてしまうよりも。25 NATO によるジェンダー

の指針実施状況に関する NCGM の調査では、まさにそのような状況であることが判明し、この指針を適

切に実施し、徹底するためには NATO Bi-SCD 040-001 の配布と認知度を高める必要があることがわかっ

た。26 

性別を後付けではなく、計画と実行の重要な要素として取り入れる。ジェンダーの視点は、戦略、作戦、

戦術のあらゆるレベルで活用できるし、活用すべきである。ジェンダーアドバイザーとジェンダー担当

者は、演習プロセス全体を通じて、指導者を支援し、関係者を指導する役割を担うべきである。演習計画

チームは、成果を最大限に高めるために、できるだけ多様性を持つべきである。27 ウォーゲームに関す

る研究では、男性は攻撃に重点を置く傾向があり、女性は防御と偵察を重視することが明らかになって

いる。そのため、男女比が均衡したチーム編成にすることで、よりバランスのとれたアプローチが可能に

なる。28 ジェンダーアドバイザーとジェンダー担当者によって、特定のジェンダーに関する表現をいく

つか挿入するよりも、ジェンダーの視点を取り入れ、ジェンダー政策をより適切に評価できるよう、計画

されている表現に小さな変更を加えることを提案できる。 

進捗状況を監視するための説明責任メカニズムを確立する。米国は、2017 年の女性平和安全保障法の規定

により、すでにある程度これを実現している。29 次のステップとしては、教義にジェンダーの視点を主

流化するという、より具体的で測定可能な目標を、国防総省 WPS 戦略実施計画に盛り込むことが考えら

れる。30 日本において同様の法律を制定する代わりに、自衛隊は、今後の WPS 実施計画に説明責任を導

入し、進捗評価の仕組みを確立することができる。 

業務にジェンダーの視点を組み込む責任は、最終的には指揮官にあることを強調しておく必要がある。31 
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ジェンダーアドバイザーとジェンダー担当者は、この統合の鍵となる存在であるが、ジェンダーの視点

を真に横断的かつ組織全体的な取り組みとして確立するには、全員の参加が必要である。今後の運用環

境における課題に対応し、岸田首相とバイデン大統領が定めた指示を遂行するためには、在日米軍と自

衛隊は、来たる指揮系統再編の機会を利用して、WPS とジェンダーの視点を運用と組織全体に浸透させ

るべきである。 
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プロファイル 

ジェイミー・ライオンハート 

ジェイミー・レオンハート少佐は、マンスフィールド・フェローシップ・プログラムの 27 期生であり、

モーリーン・アンド・マイク・マンスフィールド財団フェローである。フェローシップ期間中は、外務

省や防衛省など、日本政府のさまざまな機関と協力し、男女共同参画、女性・平和・安全保障、日米関

係（特に在日米軍）に関する問題に取り組んだ。 

 

レオンハート少佐は 2014 年にアメリカ空軍に入隊し、以来、2 つの偵察飛行隊でパイロットとしてさ

まざまな役職を歴任し、RQ-4 グローバルホーク Block 20、30、40 型機を通じて、戦術部隊や情報機

関に持続的な世界規模のインテリジェンス、監視、偵察（ISR）、指揮統制（C2）、通信支援を提供して

きた。 


